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Ⅰ．研究背景
　平成19年度と平成29年度のインターネット利用の変化
について調べると，インターネット利用の人口普及率は
73.0％から80.9％に上昇し，インターネット利用は拡大
している1）．また，平成22年度と平成29年度のインター
ネット利用機器の保有世帯割合の変化では，スマート
フォンが9.7％から75.1％と大幅に上昇し，対照的にパ
ソコンが83.4％から72.5％へ減少しており，インター
ネット利用機器はパソコンからスマートフォンへと変化
してきている1）．インターネットの利用目的・用途では，
平成22年度では選択肢にあがっていなかったソーシャル
ネットワーキングサービス（SNS）の利用が平成29年
では54.7％となっている1）．ゲーム，買い物，読書，情
報検索，投資，予約などの様々な生活行動もインター
ネット上で可能になってきている一方で，常にインター
ネットに触れていないと不安に感じるといった，「ネッ
ト依存」と呼ばれる新たな課題や現実の社会生活への影

響が指摘されている2）．
　現在，ネット依存についての一致した定義は見られて
いない3）．この領域の先駆的研究者であるYoungは
「ネット依存とはインターネットに過度に没入してしま
うあまり，コンピューターや携帯電話が使用できないと
何らかの情緒的苛立ちを感じること，また実生活におけ
る人間関係を煩わしく感じたり，通常の対人関係や日常
生活の心身状態に弊害が生じているにも関わらず，イン
ターネットに精神的に嗜癖してしまう状態」と定義して
いる4）．平成22年度に行われた総務省の調査によると，
ネット依存の割合は，小学生から高校生までは学年進行
に伴って高くなり，高校生をピークにしてその後は徐々
に下がってくる5）．もっとも報告数が多い中高生を対象
とした調査によると，ネット依存が心身に与える様々な
影響について，インターネットの過剰利用やネット依存
傾向が，睡眠障害や不定愁訴6），社会的孤立7），メンタ
ルヘルス8），アルコール依存9）等と関連していることが
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報告されている．また，ネット依存傾向はインターネッ
トの利用時間や利用頻度だけでなく，利用目的や利用機
器とも関連があることが示されている10）．スマートフォ
ンがあまり普及していなかった平成22年度の調査では，
SNS・掲示板・ツイッターの利用頻度が高いほど依存
傾向が高まること，パソコンでのネット利用時間が長い
人ほど依存傾向は高まり，携帯電話での利用時間が長く
ても依存傾向は高まらないことが明らかにされている．
また，総務省の調査では，ネット依存傾向は，大学生・
社会人になると徐々に下がってくることが明らかにされ
ているが5），これがスマートフォン普及前に行われた調
査であることを考慮すると，現在の大学生にそのまま当
てはめるには注意が必要である．大学生は，親の監督下
を離れて一人暮らしを始めたり，新しい人間関係の形成
や生活そのものを自分でコントロールするようになる時
期であることから，インターネット環境の変化や利用目
的の多様化は，大学生のインターネット利用に大きく影
響してくると推察される．Internet Addiction Test （以
下，IAT）を用いた幾つかの先行研究によると，大学生
のネット依存傾向（高）は4.2-6.1％，ネット依存傾向
（中）は45.0-58.3％であり，高校生に次いでネット依存
のハイリスク者は多い5,11-13）．また，大学生のネット依
存傾向の強さは，友人の少なさ11），親や友人との関係満
足度の低さ11），就寝時間の遅延や睡眠障害12-16），外出時
間や趣味時間の減少12），食事の乱れ12,15），自尊感情の低
さ11），精神的健康の低さ16-18），運動量の低さ19），進級失
敗率の増加20），利用料金の増加13）などと関連しており，
心身への影響はもちろん社会的経済的な影響にも及んで
いる．
　大学生のネット依存関連要因は，主に生活習慣，対人
関係，精神健康度などに分類されるが，これらの要因は，
治療や健康を専門に学習する医療系学部においても同様
であろうか．特に看護学領域では，対象者が健康あるい
は健康の回復に資するような行動をとれるよう援助する
ことを専門としていることから，看護大学生は，健康に
関する知識や援助方法を専門教育として学ぶだけでなく，
自分自身の健康的な生活習慣を確立することや，対象者
との援助的な関係性を築くための対人関係能力の習得も
求められる．現在，医療系大学生を対象としたネット依
存研究は少なく，医歯薬学学生のネット依存傾向が不眠
症やストレス，不安，抑うつなどの精神症状や自尊心の
低さと相関があること21），男子医学生および女子看護学
生のネット依存度がバーンアウトと関連していること22-23）

など，ネット依存と精神健康度との関連について検討さ
れた研究はあるものの，生活習慣や対人関係について検
討された研究は見当たらない．薬物依存症やアルコール
依存症といった物質使用障害であれば，その依存物質を
断ち続けることが回復に繋がるが，現在のインターネッ
ト社会においてインターネット利用そのものを断つこと
は現実的に難しい．今後もインターネットの利用は拡大

していくと思われる中で，看護学生がインターネット依
存に陥る前に予防，早期介入することが必要である．看
護学生のネット依存傾向について，生活習慣や対人関係，
近年の急速なスマートフォン普及に伴うインターネット
利用状況の変化との関連について分析することは，看護
学生のネット依存傾向における現状把握と予防的な取り
組みにつながると考えられる．

Ⅱ．研究目的
　本研究の目的は，看護大学生のインターネット依存傾
向と，生活習慣，対人関係，精神的健康度，インターネッ
ト利用状況との関連について明らかにすることである．

Ⅲ．研究方法
 1 ．調査対象者及び調査時期
　調査対象は，Ａ大学医学部看護学科の学生 1 ～ 4 年生
の223名とし，先行研究との比較をするため24歳以上を
対象から除外した．調査期間は平成30年 7－8 月である．

 2 ．データ収集の方法
　無記名自記式の質問紙調査とした．各対象学年の授業
終了後に，研究内容や目的について説明したうえで調査
用紙を配布し，回収箱を設置して回収した．

 3 ．調査内容
　調査項目は，基本属性，生活習慣，対人関係，精神的
健康度，インターネット利用状況，インターネット依存
傾向，インターネット利用目的であり，それぞれの調査
内容は表 1 に示した．インターネット利用目的の調査項
目は，橋元ら10）の調査項目を参考に作成し，橋元らの
使用した14項目に，近年新たに増えてきた，Instagram，
TikTok，ネット漫画，フリーマーケットに関する 7 項
目を追加した21項目とした．各項目におけるパソコンお
よびスマートフォンでの利用について「利用しない」
「月 1 回以下」「週 1 回以下」「週に数回」「ほぼ毎日」
の 5 件法で調査した．また，利用頻度が「週に数回」
「ほぼ毎日」であるものは，常用しているものとし，こ
の 2 つのいずれかに回答があった項目を合計したもの
を，常用目的数として算出した．

 4 ．使用した尺度
　１）Internet Addiction Test （IAT）
　　本尺度はYoungによって開発されたインターネット
依存度テストInternet Addiction Test（IAT）であり4），
対象者のインターネット依存傾向を測定するために使
用した．IATは20項目から構成され，インターネット
の使用方法に関する質問について「全くない（ 1 点）」
から「いつもある（ 5 点）」の 5 件法で回答する自記
式尺度であり，高い信頼性，妥当性が確認されており
（α=.90 ～ .93），日本語版の信頼性・妥当性も確認さ
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れている24-25）．得点範囲は20-100点であり，高得点で
あるほど依存度が高いことを意味する．Youngの分類
では，20 ～ 39点を平均的なオンライン・ユーザー，
40 ～ 69点をインターネットによる問題がある，70 ～
100点をインターネットが生活に重大な問題をもたら
している，と評価される．本研究では総務省の調査5）

に合わせ，ネット依存傾向（低），ネット依存傾向
（中），ネット依存傾向（高）と分類した．

　２）Kessler Psychological Distress Scale （K6）
　　本尺度は，Kesslerらによって開発された抑うつ・
不安を測定するK6の日本語版であり，対象者の精神
的健康度を測定するために使用した26-28）．K6は過
去 1 カ月のことに関する 6 項目の質問に「全くな
い」 0 点，「少しだけ」 1 点，「時々」 2 点，「たいて
い」 3 点，「いつも」 4 点の 5 件法で回答する自記式尺
度であり，信頼性，妥当性が確認されている（α＝ 

.85）．得点範囲は 0 ～ 24点であり，高得点であるほど
精神的健康度が悪いことを意味する．川上らによる
カットオフ値として，気分・不安障害（陰性）が 0 ～
4 点，気分・不安障害（軽度）が 5 ～ 8 点，気分・不
安障害（中等度）が 9 ～ 12点，気分・不安障害（重
度）が13 ～ 24点に区分されている29-30）．

 5 ．分析方法
　まず，それぞれの項目の記述統計量を求めた．次に，
IAT得点によりネット依存傾向の分類を行ったところ
ネット依存傾向（高）が 2 名しかいなかったため，ネッ
ト依存傾向（低）およびネット依存傾向（中・高）の 

 2 群に分けて比較した．基本属性，生活習慣，対人関係，
インターネット利用状況の比較は X2検定，年齢，睡眠
時間，K6得点，インターネット利用時間，インターネッ
ト初利用の時期，スマートフォン所持の時期，常用目的

数の比較は，Mann-WhitneyのU検定を行った．最後に，
インターネット利用目的の各項目における比較を，ス
マートフォンでの利用とパソコンでの利用それぞれにつ
いて X2検定を行った．なお，欠損データが散見された
ため，項目ごとに欠損データを除外して解析した．統計
解析にはIBM SPSS Statistics ver.25を使用し，両側検
定で有意水準は 5 ％とした．

 6 ．倫理的配慮
　対象者に対し，調査票とは別に協力依頼文書を作成し
文書と口頭で説明した．協力依頼文書には研究背景と目
的，調査の概要，研究協力は任意であり，断ったとして
も決して不利益がないこと，得られたデータは研究以外
の目的では使用しないこと，研究の発表を行うが個人が
特定されないように匿名性を遵守することについて記述
した．調査は無記名とし，回答者からの調査票の提出を
もって研究協力への同意とした．なお，本研究は長崎大
学大学院医歯薬学総合研究科倫理委員会の許可（許可番
号：19061302）を受けている．

Ⅳ．結果
　回答が得られたのは170名（回収率76.3％）で，基本
属性あるいは IAT，K6への回答に不備があるものを除
外した146名を有効回答（有効回答率85.8％）とし，分
析を行った．

 1 ．対象者の概要
　対象者の概要については表 2 にまとめた．性別は女性
131名（89.7％），年齢の平均（標準偏差）は20.4（1.3）
歳であった．生活習慣は，睡眠時間の平均6.1（1.1）時
間，朝食摂取頻度が週 5 回以上96名（65.8％），喫煙あ
り 3 名（2.1％）であった．対人関係では，友人関係に
満足しているのが137名（93.8％），家族関係に満足して

表１．調査内容

調査項目 調査内容

基本属性 年齢，学年，性別

生活習慣 睡眠時間，朝食摂取の頻度，喫煙の有無，飲酒の頻度

対人関係 同居人の有無，友人および親との会話頻度，友人関係および家族関係の満足度

精神的健康度 K6 日本語版 26-28）

インターネット利用状況 インターネット初利用の時期，スマートフォン所持の時期，インターネット利用時間

インターネット依存傾向 Internet Addiction Test （IAT）4）

インターネット利用目的

橋元らの調査項目 10）

　　（14 項目）
メール，チャット・メッセンジャー（LINE含），ネット音声通話（LINE通話，Skype含），大規模掲示
板（投稿），大規模掲示板（閲覧），Twitter（投稿），Twitter（閲覧），ニュースサイト（閲覧），ブログ・
HP（投稿），ブログ・HP（閲覧），オンラインゲーム，ネットショッピング，動画投稿サイト（投稿），
動画投稿サイト（閲覧）

今回追加した調査項目
　　（ 7 項目）

Instagram（投稿），Instagram（閲覧），TikTok（投稿），TikTok（閲覧），ネット漫画（閲覧），フリーマー
ケット（投稿），フリーマーケット（閲覧）
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いるのが137名（93.8％）であった．精神健康度の平均
は4.7（4.3）点であり，気分・不安障害（陰性）80名，
気分・不安障害（軽度） 39名，気分・不安障害（中等
度）17名，気分・不安障害（重度）10名であった．イン
ターネットを初めて利用した時期は，小学生低学年およ
び高学年がそれぞれ 4 割程度で就学前は 5 名（3.4％）
であった．自分のスマートフォンを持ち始めた時期は，
高校生が最も多く，中学生より前は 6 名（4.1％）で
あった．インターネット依存度を評価するIAT得点の平
均は37.9（12.8）点で，ネット依存傾向（低）96名
（65.8％），ネット依存傾向（中）48名（32.9％），ネット
依存傾向（高）2 名（1.4％）であった．インターネット
利用目的について，常用目的数の平均は6.0（2.3）個で
あった．

 2 ．各調査項目のIAT分類における比較
　対象者の基本属性，生活習慣，対人関係，精神健康度
（K6），インターネット利用状況において，ネット依存
傾向（低）とネット依存傾向（中・高）の 2 群で比較し
た結果を表 3，表 4 に示した．
　基本属性（年齢，性別，学年）および生活習慣（朝食
頻度，喫煙，飲酒頻度，睡眠時間）のすべてにおいて 

 2 群間で有意な差はみられなかった．対人関係では，友
人との会話頻度（p=.026）と家族満足度（p=.034）で有
意な差がみられ，ネット依存傾向（中・高）の方が，友
人との会話が週 4 回以下，家族との関係に不満がある割
合が高かった．同居人の有無や友人満足度，家族との会
話頻度では有意な差が見られなかった．精神健康度では，

ネット依存傾向（中・高）の方が，気分・不安障害（陰
性）の割合が低く，気分・不安障害（軽度，中等度，重
度）の割合が高かった（p=.004）．また，K6得点の中央
値（四分位値）においても，ネット依存傾向（低）が
2.0（0.0-6.0），ネット依存傾向（中・高）が 5.5（2.0-9.3）
であり，ネット依存傾向（中・高）の方が有意にK6得
点は高く，精神健康度が悪かった（p<.001）．インター
ネットの利用状況において，インターネット利用時間の
中央値（四分位値）は，ネット依存傾向（低）が3.0
（2.0-4.0）時間，ネット依存傾向（中・高）が4.0（3.0-
5.3）時間であり，ネット依存傾向（中・高）の方が有
意にネット利用時間は長かった（p<.001）．インター
ネット初使用の時期，スマートフォンを所持した時期，
インターネットの常用目的数においては2群間で有意な
差はなかった．

 3 ．インターネット利用目的のIAT分類における比較
　インターネット利用目的の各項目における，スマート
フォンでの利用とパソコンでの利用のそれぞれついて，
ネット依存傾向（低）とネット依存傾向（中・高）の 

 2 群で比較した結果を表 5 に示した．
　各項目において常用している人が 5 ％に満たないの
は，スマートフォンでは，大規模掲示板（投稿），
TicToc（投稿・閲覧），ブログ・HP（投稿），フリーマー
ケット（投稿），動画投稿サイト（投稿）の 6 項目であ
り，パソコンでは，メール，チャット・メッセンジャー
（LINE含），ニュースサイト（閲覧），動画投稿サイト
（閲覧）を除く17項目であった．スマートフォンによる

表２．対象者の概要（n=146）

n ％ 平均（SD） n ％ 平均（SD）
基本属性 精神的健康度
　性別 男性 15 10.3％ 　K6得点 4.7（4.3）

女性 131 89.7％ 　気分・不安障害 陰性　（0～4点） 80 54.8％
　年齢 20.4（1.3） 軽度　（5～8点） 39 26.7％
　学年  1 年 15 10.3％ 中等度（9～12点） 17 11.6％

 2 年 46 31.5％ 重度　（13～24点） 10 6.8％
 3 年 35 24.0％ インターネット利用状況
 4 年 50 34.2％ 　インターネット初使用 小学生より前 5 3.4％

生活習慣 小学生（低学年） 57 39.0％
　睡眠時間 6.1（1.1） 小学生（高学年） 60 41.1％
　朝食頻度 週 5 ～ 7 回 96 65.8％ 中学生以上 24 16.4％

週 0 ～ 4 回 50 34.2％ 　スマートフォン所持 中学生より前 6 4.1％
　喫煙 有 3 2.1％ 中学生 26 17.8％

無 143 97.9％ 高校生 93 63.7％
　飲酒頻度 週 1 回～毎日 79 54.1％ 大学生 21 14.4％

0～数週に1回 67 45.9％ 　インターネット利用時間 3.6（2.0）
対人関係 インターネット依存傾向
　同居人　 有 64 43.8％ 　IAT得点 37.9（12.8）

無 82 56.2％ 　依存傾向 　低（20～39点） 96 65.8％
　友人との会話頻度 週 5 ～ 7 回 107 73.3％ 　中（40～69点） 48 32.9％

週 0 ～ 4 回 39 26.7％ 　高（70点以上） 2 1.4％
　家族会話頻度 週 1 回～毎日 68 46.6％ インターネット利用目的

 0 ～数週に 1 回 78 53.4％ 　常用目的数 6.0（2.3）
　友人満足度 満足 137 93.8％

不満 9 6.2％
　家族満足度 満足 137 93.8％

不満 9 6.2％
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常用の有無で，ネット依存傾向（低）とネット依存傾向
（中・高）の 2 群間で有意な差が見られたのは，Twitter

（投稿）（p=.017），フリーマーケット（閲覧）（p=.033），
ネットショッピング（p=.021）の 3 項目であり，ネット

依存傾向（中・高）の方が，それぞれの項目を常用して
いる割合が高かった．パソコンによる常用の有無では， 
 2 群間で有意な差が見られたものはなかった．

　　　表３．インターネット依存傾向との関連因子（n=146）

　　　表４．インターネット依存傾向との関連因子（n=146）

依存傾向（低） 依存傾向（中･高）
X2 p

n=96 n=50
基本属性
　性別 男性 9 9.4％ 6 12.0％ 0.246 .620女性 87 90.6％ 44 88.0％
　学年  1 年 12 12.5％ 3 6.0％

5.121 .163 2 年 27 28.1％ 19 38.0％
 3 年 27 28.1％ 8 16.0％
 4 年 30 31.3％ 20 40.0％

生活習慣
　朝食頻度 週 5 ～ 7 回 67 69.8％ 29 58.0％ 2.030 .154週 0 ～ 4 回 29 30.2％ 21 42.0％
　喫煙 有 1 1.0％ 2 4.0％ 1.430 .232無 95 99.0％ 48 96.0％
　飲酒頻度 週 1 回～毎日 14 14.6％ 10 20.0％ 0.702 .402

 0 ～数週間に 1 回 82 85.4％ 40 80.0％
対人関係
　同居人　 有 38 39.6％ 26 52.0％ 2.059 .151無 58 60.4％ 24 48.0％
　友人との会話頻度 週 5 ～ 7 回 76 79.2％ 31 62.0％ 4.949 .026週 0 ～ 4 回 20 20.8％ 19 38.0％
　家族会話頻度 週 1 回～毎日 43 44.8％ 25 50.0％ 0.358 .549

 0 ～数週間に 1 回 53 55.2％ 25 50.0％
　友人満足度 満足 91 94.8％ 46 92.0％ 0.443 .506不満 5 5.2％ 4 8.0％
　家族満足度 満足 93 96.9％ 44 88.0％ 4.477 .034不満 3 3.1％ 6 12.0％
精神的健康度
　気分・不安障害 陰性　（ 0 ～ 4 点） 63 65.6％ 17 34.0％

13.368 .004軽度　（ 5 ～ 8 点） 19 19.8％ 20 40.0％
中等度（ 9 ～12点） 9 9.4％ 8 16.0％
重度　（13～24点） 5 5.2％ 5 10.0％

インターネット利用状況
　インターネット初使用 小学生より前 3 3.1％ 2 4.0％

2.660 .447小学生（低学年） 34 35.4％ 23 46.0％
小学生（高学年） 44 45.8％ 16 32.0％
中学生以上 15 15.6％ 9 18.0％

　スマートフォン所持 中学生より前 2 2.1％ 4 8.0％

5.445 .142中学生 14 14.6％ 12 24.0％
高校生 65 67.7％ 28 56.0％
大学生 15 15.6％ 6 12.0％

X2検定

依存傾向（低） 依存傾向（中 ･高）
p

中央値 四分位範囲 中央値 四分位範囲
基本属性
　年齢 20.0 19.0-21.0 21.0 20.0-21.3 .486
生活習慣
　睡眠時間 6.0 5.5-7.0 6.0 5.0-6.6 .481
精神的健康度
　K6 2.0 0.0-6.0 5.5 2.0-9.3 .001
インターネット利用状況
　インターネット利用時間 3.0 2.0-4.0 4.0 3.0-5.3 <.001
　インターネット初使用 3.0 2.0-3.0 2.5 2.0-3.0 .384
　スマートフォン所持時期 3.0 3.0-3.0 3.0 2.0-3.0 .055
インターネット利用目的
　常用目的数 5.5 4.0-7.0 6.0 4.8-8.0 .102
Mann-Whitneyの U検定
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表５．インターネット依存傾向とインターネット利用目的との関連

利用目的

常
用
の
有
無

スマートフォン パソコン

n
依存：低 依存：中･高

X2 p n
依存：低 依存：中･高

X2 p
n=96 n=50 n=96 n=50

メール 有 57 37 38.9％ 20 40.8％ 0.047 .828 22 18 18.8％ 4 8.2％ 2.825 .093
無 87 58 61.1％ 29 59.2％ 123 78 81.3％ 45 91.8％

チャット･メッセンジャー 有 143 93 98.9％ 50 100.0％ 0.536 .464 19 9 9.7％ 10 21.3％ 3.581 .058
  （LINE含） 無 1 1 1.1％ 0 0.0％ 121 84 90.3％ 37 78.7％

ネット音声通話 有 51 34 35.8％ 17 36.2％ 0.002 .965 1 0 0.0％ 1 2.2％ 2.104 .147
 （LINE通話，Skype含） 無 91 61 64.2％ 30 63.8％ 138 94 100.0％ 44 97.8％

大規模掲示板 有 3 1 1.1％ 2 4.0％ 1.404 .236 0 0 0.0％ 0 0.0％
- -

 （投稿） 無 142 94 98.9％ 48 96.0％ 143 94 100.0％ 49 100.0％

大規模掲示板 有 9 4 4.2％ 5 10.0％ 1.886 .170 2 1 1.1％ 1 2.0％ 0.223 .637
 （閲覧） 無 136 91 95.8％ 45 90.0％ 141 93 98.9％ 48 98.0％

Twitter 有 28 13 13.5％ 15 30.0％ 5.745 .017 0 0 0.0％ 0 0.0％
- -

 （投稿） 無 118 83 86.5％ 35 70.0％ 143 95 100.0％ 48 100.0％

Twitter 有 102 65 67.7％ 37 74.0％ 0.618 .432 3 2 2.1％ 1 2.1％ 0.000 .993
 （閲覧） 無 44 31 32.3％ 13 26.0％ 140 93 97.9％ 47 97.9％

Instagram 有 22 17 18.1％ 5 10.0％ 1.648 .199 1 1 1.1％ 0 0.0％ 0.504 .478
 （投稿） 無 122 77 81.9％ 45 90.0％ 140 93 98.9％ 47 100.0％

Instagram 有 107 72 75.0％ 35 71.4％ 0.214 .644 3 2 2.1％ 1 2.0％ 0.001 .980
 （閲覧） 無 38 24 25.0％ 14 28.6％ 141 93 97.9％ 48 98.0％

TicToc 有 1 0 0.0％ 1 2.0％ 1.933 .164 0 0 0.0％ 0 0.0％
- -

 （投稿） 無 145 96 100.0％ 49 98.0％ 144 95 100.0％ 49 100.0％

TicToc 有 7 3 3.1％ 4 8.0％ 1.712 .191 0 0 0.0％ 0 0.0％
- -

 （閲覧） 無 139 93 96.9％ 46 92.0％ 144 95 100.0％ 49 100.0％

ニュースサイト 有 86 60 63.2％ 26 52.0％ 1.690 .194 12 8 8.5％ 4 8.2％ 0.005 .943
 （閲覧） 無 59 35 36.8％ 24 48.0％ 131 86 91.5％ 45 91.8％

ブログ・HP 有 1 0 0.0％ 1 2.0％ 1.933 .164 0 0 0.0％ 0 0.0％
- -

 （投稿） 無 145 96 100.0％ 49 98.0％ 143 95 100.0％ 48 100.0％

ブログ・HP 有 15 7 7.3％ 8 16.0％ 2.705 .100 3 2 2.1％ 1 2.0％ 0.001 .980
 （閲覧） 無 131 89 92.7％ 42 84.0％ 141 93 97.9％ 48 98.0％

オンラインゲーム 有 38 22 22.9％ 16 32.0％ 1.409 .235 1 1 1.1％ 0 0.0％ 0.519 .471無 108 74 77.1％ 34 68.0％ 143 94 98.9％ 49 100.0％

ネット漫画 有 41 25 26.0％ 16 32.0％ 0.578 .447 0 0 0.0％ 0 0.0％
- -

 （閲覧） 無 105 71 74.0％ 34 68.0％ 143 95 100.0％ 48 100.0％

フリーマーケット 有 1 0 0.0％ 1 2.0％ 1.913 .167 0 0 0.0％ 0 0.0％
- -

 （投稿） 無 144 95 100.0％ 49 98.0％ 144 95 100.0％ 49 100.0％

フリーマーケット 有 11 4 4.2％ 7 14.0％ 4.563 .033 2 1 1.1％ 1 2.0％ 0.230 .631
 （閲覧） 無 135 92 95.8％ 43 86.0％ 142 94 98.9％ 48 98.0％

ネットショッピング 有 41 21 21.9％ 20 40.0％ 5.348 .021 5 2 2.1％ 3 6.1％ 1.523 .217無 105 75 78.1％ 30 60.0％ 138 92 97.9％ 46 93.9％

動画投稿サイト 有 1 0 0.0％ 1 2.0％ 1.933 .164 0 0 0.0％ 0 0.0％
- -

 （投稿） 無 145 96 100.0％ 49 98.0％ 144 95 100.0％ 49 100.0％

動画投稿サイト 有 72 43 44.8％ 29 58.0％
2.295 .130

14 6 6.3％ 8 16.3％
3.691 .055 （閲覧） 無 74 53 55.2％ 21 42.0％ 130 89 93.7％ 41 83.7％

X2検定



― 41 ―

第33巻　2020年

Ⅴ．考察
 1 ．看護大学生のインターネット依存傾向とその関連因子
　今回の調査は，看護大学生のインターネット依存傾向
と，生活習慣，対人関係，精神的健康度，インターネッ
ト利用状況との関連について明らかにすることを目的と
して行った．看護大学生のインターネット依存傾向とし
て，本研究対象者のIAT得点は，ネット依存傾向（高）
1.4％，ネット依存傾向（中）32.9％，ネット依存傾向
（低）65.8％であった．医療系学生を対象とした先行研
究ではIATのカットオフを50点としていることや，IAT

とは異なる評価尺度を使用していることから直接比較す
ることは難しいが，IATを用いた一般大学生の調査5,11-13）

では，ネット依存傾向（高）4.2-6.1％，ネット依存傾向
（中）45.0-58.3％，ネット依存傾向（低）37.5-48.9％で
あったことから，看護大学生は一般大学生よりもネット
依存傾向は低いといえる．しかし，学年によってIAT得
点に差が見られなかったことから，看護学科における専
門教育や知識習得によってネット依存傾向を下げている
とは一概に言えない．看護系大学や看護専門学校へ進学
する学生は「看護師になりたい」という看護職への高い
志望動機をもって入学してくる学生が多いことから31），
看護師を目指す学生が元々持っている健康意識の高さに
よるものである可能性がある．今後，調査対象の人数を
増やして，より詳細な分析を行っていく必要がある．
　看護大学生のインターネット依存傾向は，基本属性
（年齢，性別，学年）および生活習慣（朝食頻度，喫煙，
飲酒頻度，睡眠時間）のすべてにおいて 2 群間で有意な
差がみられなかった．一般的に，インターネットを使用
する時間を確保するためには，インターネット以外の活
動を行っていた時間を犠牲にする必要があるため，ネッ
ト依存は様々なライフスタイルに影響を及ぼす5,12-16）．
その中でも特に睡眠時間が削られることが多く，朝に起
きられないために朝食を抜くなどの 2 次的な影響も生じ
ているが6），看護大学生においては，ネット依存傾向に
よる睡眠時間の違いすら見られなかった．看護大学生の
健康面における対処行動の特徴として，睡眠時間の確保
や休息をとることが上位にあげられている32）．看護大学
生は，患者が健康の維持・増進を図れるように援助する
ための知識と技術を専門教育の中で学ぶが，患者の健康
だけでなく自分自身の健康的な生活習慣を確立すること
にも長けていると推察される．そのため，看護大学生
は，生活習慣に支障を及ぼすほどのネット依存に陥りに
くい可能性がある．
　対人関係では，友人との会話頻度（p=.026）と家族満
足度（p=.034）で有意な差がみられ，ネット依存傾向
（中・高）の方が，友人との会話が週 4 回以下，家族と
の関係に不満がある割合が高かった．一般大学生におい
ても，ネット依存傾向が友人の少なさや親・友人との関
係満足度の低さと関連していることが示されており11），
これと同様の結果であった．先行研究では，ネット依存

傾向に関連がある社会的要因として，何でも話せるよう
な親や友達がいないことや，コミュニケーションが苦
手，学校が楽しくない，家にいてもホッとしないといっ
たことや8），親子間で生じた問題に対する逃避や気晴ら
しという間接的な影響要因によりネット依存傾向が高く
なることが明らかにされている11）．このことから，看護
大学生は，現実社会での友人との直接的な交流の少なさ
による寂しさや，家族間で生じた不満に対する十分な対
処行動がとれない場合にネット依存傾向になりやすくな
ると推察される．しかし，本研究においては，家族関係
に問題を抱えている大学生が6.2％と少なく，友人満足
度・家族との会話頻度において有意差が見られなかった
ことから，調査対象を拡げるとともに，詳細な家族関係
についても調査していく必要がある．
　精神的健康度およびインターネット利用状況では，先
行研究と同様，看護大学生においても精神健康度が悪い
ほどインターネット依存傾向は高く，インターネット利
用時間が長いほどインターネット依存傾向は高かった．
今回の調査対象となった看護大学生の精神健康度は，一
般大学生134名のK6得点の平均6.8（5.8）点34），大学 

 2 ～ 4 年生2832名のK6得点の中央値7.0（6.0-10.0）点35）

と比較して，本研究対象者のK6得点の平均4.7（4.3）点
は低く，精神健康度が高い集団であったと言える．現在，
ネット依存傾向とインターネット利用時間は双方向的な
因果関係にあることが明らかにされているが10），精神健
康度に関しては因果関係が明らかにされていないため，
今後，それらを明らかにしていくことが必要である．
　今回，看護大学生のインターネット依存傾向の関連要
因としていくつかの因子が挙げられた．しかし，本研究
対象者はインターネット依存傾向だけでなく生活習慣や
対人関係，精神的健康度などにおいて一般大学生より健
康的であり，友人関係あるいは家族関係に不満を持って
いるものや喫煙者も少なかった．看護大学生の基本的な
身体的・精神的健康度の高さがインターネット依存傾向
の低さに貢献していると推察される．

 2 ．インターネット利用目的とインターネット依存傾向
　　との関連
　本研究対象者がインターネットの利用に用いる機器は，
スマートフォンが主流であり，パソコンでのインター
ネット利用は，メール，チャット・メッセンジャー，
ニュースサイト閲覧，動画投稿サイト閲覧程度であった．
2010年に行われた調査では，パソコンでのネット利用は
ネット依存傾向を高めるが携帯電話ではネット依存との
関連がみられないことを明らかにしているが10），本調査
では，パソコンでインターネット利用されている項目は
ほとんどなく，ネット依存との関連が見られたのはス
マートフォンによるネット利用のみであった．近年のイ
ンターネットの人口普及率増加やスマートフォン普及率
の増加，Wifi環境の整備・拡大等に伴い，今後のネット
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依存研究は，スマートフォンによるネット利用とネット
依存との関連に焦点を当てて，調査を行っていく必要が
あると考えられる．
　スマートフォンによる常用の有無でIAT得点に有意差
が見られた利用目的は，Twitter（投稿）（p=.017），フ
リーマーケット（閲覧）（p=.033），ネットショッピング
（p=.021）の 3 項目であり，ネット依存傾向（中・高）
の方が，それぞれの項目を常用している割合が高かった．
橋元らは，2010年の調査でSNSの利用頻度が多いほど
ネット依存得点が高まることを明らかにしているが10），
同じSNSであってもTwitter投稿はネット依存傾向と関
連があるものの，Instagram投稿においては関連が見ら
れなかった．Youngは，依存を引き起こす要因として匿
名性，利便性，逃避性を挙げており4），投稿に写真を要
するInstagramと比較して，より利便性や匿名性が高い
Twitterの方がネット依存に陥りやすいのではないかと
考えられる．また，Twitterの利用者であっても，閲覧
しているだけの人はネット依存との関連が見られなかっ
たことから，SNSの利用頻度そのものが問題なのではな
く，情報発信する頻度の高さが関連している可能性があ
る．また，TicTocのような新しいSNSは利用者自体が少
なく，大規模掲示板やブログなどの利用者もあまりみら
れなかった．TicTocは比較的若年者が，大規模掲示板や
ブログなどはもう少し上の世代といったように，これら
のSNSは利用者の年齢層や流行による影響に左右され
ると推測される．今後も，新たなSNSが増えてくると
推測されるが，利便性や匿名性の高いSNSが出現した
際には，利用頻度の高い年齢層におけるネット依存との
関連について調査していくことが必要である．また，フ
リーマーケットの閲覧やネットショッピングがネット依
存傾向と関連が見られたことは，興味深い結果と言え
る．買い物依存症は，正式な疾病診断としては扱われて
いないものの，「行動嗜癖」あるいは「行為依存」とし
て，長年，治療あるいは研究の対象として扱われてきた．
最近では，生活に関連する行為もオンライン化が拡がり，
嗜癖を生じやすいゲームや買い物などの行為がインター
ネットで行えるようになったことがネット依存傾向を高
める要因になっている可能性がある．厚生労働省の調査
によると，女性のストレス発散方法において「買い物を
する」は上位にあり，それは男性の 4 倍ともいわれてい
る36）．本研究対象者のほとんどは女性であり，今回，フ
リーマーケットやネットショッピングとネット依存傾向
において関連が見られたことから，女性におけるネット
依存と買い物依存との関連について調査する必要性が示
唆された．また，男性ではゲームの利用時間がネット依
存傾向と関連していることが示されており10），ゲーム障
害37,38）の有病率は女性より男性で高く，年齢が若いほど
高いことが明らかにされている39）．また，最近ではギャ
ンブルや借金もインターネットで可能になってきている．
もし，ネット依存が買い物依存のような行為依存の関連

因子となっているのであれば，同じ行為依存に位置づけ
られるゲーム障害やギャンブル障害との関連についても
今後調査していく必要があるだろう．
　インターネットやスマートフォンの普及に伴い様々な
情報にアクセスすることが容易になり，インターネット
の活用方法は日々拡大している．ネット依存の研究にお
いて，インターネットの利用時間だけでなく，インター
ネットの利用目的や利用方法なども併せて評価すること
が必要であろう．また，インターネット依存を予防する
ためには，インターネットの利用を制限するだけではな
く，有効に活用できるような支援についても模索するこ
とが必要だと考えられる．

Ⅵ．結論
　看護大学生のインターネット依存傾向の関連要因とし
て，朝食摂取頻度が低い，家族満足度が低い，精神健康
度が悪い，ネット利用時間が長いことが挙げられた．ま
た，インターネットの利用目的としては，大規模掲示板
閲覧，Twitter投稿，オンラインゲーム，フリーマーケッ
ト閲覧，ネットショッピングを常用していることがネッ
ト依存傾向と関連していた．

Ⅶ．研究の限界
　本研究対象者において全体に占めるネット依存（高）
の割合は少なかったが，インターネットの使用をコン
トールできないような学生は，本研究への協力に承諾し
ていない，あるいは欠席や休学等により大学に来ていな
い可能性がある．既にネット依存に陥っている，あるい
は日常生活への支障をきたしているような対象者の発見
と援助の在り方についても今後調査していく必要がある．
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Abstract 

　AIMS: To identify the factors associated with tendency of internet addiction among nursing students. 

　METHODS: An anonymous self-administered paper questionnaire was conducted among 223 first-to 

fourth-year nursing students at University A. The questionnaire items included basic attributes, lifestyle 

habits, interpersonal relationships, degree of mental health （K6）, circumstances of Internet use, degree 

of Internet addiction （Internet Addiction Test; hereinafter IAT）, and purposes of Internet use. The 

correlation between the IAT score and each questionnaire item was then analysed. 

　RESULTS: Of the 170 people who responded to the questionnaire, those with inconsistent responses 

were excluded, and the results of the remaining 146 were analysed. The average（SD） IAT score was 37.9
（12.8）, with 96 respondents at low risk of Internet addiction （20-39 points）, 48 at medium risk （40-69 
points）, and 2 at high risk （70-100 points）. The items that correlated with IAT score were frequency of 

eating breakfast （p＝.031）, satisfaction with family （p=.034）, degree of mental health （r=.304, p<.001）, 
time spent on the Internet （r=.360, p<.001）, and number of purposes for daily Internet use （r=.167, p=.044）.  
Purposes of Internet use included browsing large-scale discussion forums （p=.006）, posting on Twitter 

（p=.025）, playing online games （p=.014）, browsing online flea markets （p=.026）, and shopping online 

（p=.013）.
　CONCLUSION: The factors associated with tendency of Internet addiction among nursing students 

were eating breakfast, satisfaction with family, degree of mental health and time spent on the Internet, 

there was a correlation between Internet addiction and online activities such as Twitter, online games, 

and online shopping.
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